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情報システム部門の業務・役割・可能性を正しく理解し、高い意識で業務に取り組める人材を育成する研修で

す。「ビジネスルール(作法)」「業務知識」を基礎から徹底的に学び、基本的スキル・知識の底上げを行います。

これまでのべ 105 社 55０名以上が受講。新入社員必須の研修プログラムです。 

本プログラムの目的 

「IT の最新動向」「情報システムの体系的な作業プロセス」について、豊富なチーム演習と講義を通し

て、現場リスクや要点、勘所を支える知識を習得。 

JUAS セミナー人気講師、現役 IT 部門長等、JUAS 独自の講師陣で構成。自らのロールモデルやキャ

リアイメージを描く機会が多数。 

本プログラムの特長 

■２０２５年度 ご参加企業 ２０社５０名（新入社員４６名、２年目社員・配転者４名） 
 

株式会社ＩＨＩ・味の素株式会社・伊藤忠サイバー＆インテリジェンス株式会社・伊藤忠商事株式会社・伊藤忠食品株式会

社・伊藤忠リーテイルリンク株式会社・株式会社荏原製作所・キヤノンマーケティングジャパン株式会社・ジュピターショッ

プチャンネル株式会社・積水化学工業株式会社・株式会社セブン銀行・全国農業協同組合連合会・DIC 株式会社・株式会

社富士薬品・日本ハム株式会社・日本コープ共済生活協同組合連合会・ブリヂストン株式会社・株式会社ベルシステム２

４ホールディングス・ポケットカード株式会社・株式会社ローソン（企業名五十音）順） 

◆基本コース 

「情報システム部門人材としての考え方と基礎知識＆スキル研修+フォローアップ研修」  

【主な内容】 

情報システム部門の業務・役割・可能性を正しく理解し、高い意識で業務に取り組める人材を育 

成する研修です。「ビジネスルール(作法)」「業務知識」を基礎から徹底的に学び、基本的スキル・ 

知識の底上げを行います。 

 

日 程  ：2026 年 6 月 15 日（月）～7 月 10 日（金）および 2027 年 2 月 19 日（金） 

参加費  ：会員 ６60，０００円（税込）／一般 ７70，０００円（税込） 

※テキスト代含む ※PC レンタルは希望者のみ別途有償でのご案内 

開催形式：現地集合（一部講義は JUAS 近隣のレンタル会議室にて実施いたします） 

【JUAS 会議室開催の場合】 

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 2 階会議室 

東京都中央区築地一丁目 13 番 14 号 NBF 東銀座スクエア 

（アクセス：東銀座駅徒歩 3 分、築地駅徒歩 4 分、新富町駅徒歩 6 分） 

【レンタル会議室の場合】 

TIME SHARING 銀座三丁目ビルディング 

東京都中央区銀座 3 丁目 8-13 銀座三丁目ビルディング 5 階 

（アクセス：東銀座駅より徒歩 2 分、JUAS より徒歩 10 分） 

         

◆実機演習コース 

「情報システム導入の実機演習」 

【主な内容】 

基本コースで学ぶ企画～導入での疑似体験研修修の内容を用いて、 実践的なプログラミング 

を行い、体系的な理解を深めるアドバンスコースです。 

 

日 程  ： 2026 年 7 月 13 日（月）～8 月 7 日（金） 計 19 日間 

参加費  ：会員 ４62，０００円（税込）／一般 528，0００円（税込） 

       ※テキスト代、PC レンタル代含む 

会 場  ：船橋情報ビジネス専門学校 （現地開催のみ） 

        （アクセス：JR 船橋駅徒歩４分、京成船橋駅徒歩７分） 

２０２6 年度 開催概要  ※諸般の事情により変更になる場合があります。 



 
 

 

 

 

 

 

 
 知らないことに対して前向きに取り組む姿勢が成長できたと感じています。特に、IT の知識に関しては、詳しい人から

教えてもらう中で理解を深めることができ、新たな知見を得られました。 

 苦手な役割も行い、自分では想定していなかった強みだったり、弱みを FB からも得ることができた。 

 直接業務に関わらなさそうな内容の講義あっても意欲を持って取り組んだことで、開発者側ではどのようなことが行わ

れているのかなど、普段の業務では見えてこない範囲まで把握することができ視座を高めることができた。 

 グループワークを積極的に取り組めたことで、発言することの大切さを知り、恐れず発言することができるようになっ

た。 

 ＜実機演習参加者＞自分たちが行いたい画面を作り上げることができとても達成感を味わうことができました 

 ＜実機演習参加者＞お互い分担して作ってきた、アプリの裏面と表面を連携することが多く、形になる感動を感じまし

た。 

 ＜実機演習参加者＞システム要件定義からユーザ受け入れテストまでの流れを体験し、初期の定義が曖昧だと後工程に

大きな影響を及ぼすことを学んだ。 

◆お問合せ◆ shinjin@juas.or.jp 

（担当：橋本・菊地・酒井・岩田） 

お気軽にお問合せください。 

https://juasseminar.jp/pages/shinjin 
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